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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,27 43,06 +0,79 42,63 +0,43

USD / BRL Spot BRL 2,3602 2,3246 -0,0356 2,3060 +0,0186

USD / JPY Spot JPY 99,74 100,11 +0,37 98,30 +1,81

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.716 52.352 +636 48.436 +3.916

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 207,9 205,5 -2,4 183,0 +22,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,98 12,00 +0,02 10,88 +1,12

DI Future Apr14（金利先物） % 9,70 9,67 -0,03 9,10 +0,57

3 Months US Dollar Libor % 0,259 0,258 -0,001 0,265 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 290,6 290,7 +0,1 283,2 +7,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 9月4日

昨日のドルレアルスポット相場は、資金流入の噂や利上げ継続の見通し等によりレアル高となる展開
でした。朝方はＣＯＰＯＭ議事録でインフレへの懸念が維持されたこと等から前日比レアル安の２．３７台
前半で始まりましたが、間もなく纏まった額の資金流入によるレアル買いが噂されたため２．３５台へレアル
高となりました。その後も利上げ継続の見通しやポジション調整などからレアル買い優勢な展開は続き、
一時直近レアル高値２．３２を割る水準で取引されました。午後には２．３２台から２．３３台でのもみ合いと
なりましたが、結局２．３２台半ばで引けています。

昨日は中銀の利上げが継続されるとの思惑からレアル高になったとの見方が市場では一般的だったよう
ですが、金利先物利回りは若干低下するなどあまり整合性は感じられません。大口のフローで市場参加
者のポジションが調整された可能性もあり未だ不透明感は拭えない状況です。今朝発表された８月の
ＩＰＣＡは前月比０．２４％増、前年比６．０９％増とそれぞれの市場予想０．２５％増、６．１０％増を若干
下回りました。ここまでの過剰なインフレ懸念が緩んで目先レアル高が続く可能性がありますが、中長期
的には当局のインフレ抑制策が金融政策だけでなく構造改革に繋がっていくという見通しが市場の信認
回復には欠かせないでしょう。
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